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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月21日(2016.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者に由来する生体試料から、肥満細胞の脱顆粒により放出され得るマーカー物質を
検出することを含む、
　前記マーカー物質の検出量に基づいて、被験者が未熟児網膜症であるか否かを判定する
ことのために、あるいは、未熟児網膜症の治療又は予防が必要か否かを判定することのた
めにデータを提供する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法により未熟児網膜症の治療又は予防が必要であると判断された患者
に投与するための、肥満細胞に由来するトリプターゼインヒビター及び肥満細胞スタビラ
イザーからなる群より選択された少なくとも１種の化合物を有効成分とする未熟児網膜症
の治療又は予防剤。
【請求項３】
　肥満細胞を、肥満細胞の脱顆粒により放出され得るマーカー物質の放出誘導処理に供す
ること、
　前記マーカー物質放出誘導処理に供された肥満細胞に、候補物質を接触させること、
　接触後の肥満細胞から放出された前記マーカー物質の検出を行うこと、並びに、
　前記マーカー物質の検出量に基づいて、前記候補物質が前記マーカー物質の放出阻害活
性を有するか否かを判定し、前記マーカー物質の放出阻害活性を有すると判定された候補
物質を、未熟児網膜症の治療又は予防効果を発揮しうる目的物質としてスクリーニングす
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ること、
　を含む、請求項２記載の治療又は予防剤のスクリーニング方法。
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